
 

令和 4 年度 第 2 回新潟市区自治協議会会長会議 

日  時 令和４年 12 月１日（木）午後４時００分 ～ 午後５時 30 分 

会  場  新潟市万代市民会館 ３階 研修室 307 及び 308 

出 席 者 
会長 

神田 征男 北区会長、     後藤 岩奈 東区会長、 

佐藤 雅之 中央区会長、    小林 勲 江南区会長、 

金子 洋二 秋葉区会長（欠席）、 髙橋 直廣 南区会長、 

大谷 一男 西区会長、          長井 正雄 西蒲区会長 

事務局等 市民生活部長、市民協働課長ほか 

傍 聴 者 1 名（うち報道 1 名） 

主な議題 

 

１ 開会 

 

２ 挨拶 

 

３ 議題 

（１） 自治協委員アンケートの結果について（速報） 

   ・資料１「自治協委員アンケート結果（速報）」に基づき、今年度9月

に実施したアンケート結果について事務局から報告がありました。 

 

   【回答結果】 

   ・令和４年11月30日時点での回答数は188名、回収率は74.6％ 

   ・活動や運営における課題 ※複数選択回答 （上位3つを抜粋） 

１．自治協議会の認知度向上    96名 

２．幅広い年代の委員の確保    83名 

３．住民の意見・ニーズの把握方法 83名 

 

   ・課題解決に向けて必要な改善・取り組みの方向性（上位3つを抜粋） 

    １．地域課題や住民ニーズの把握力強化に向けた取り組み 73名 

    ２．広報・発信力強化に向けた取り組み         30名 

    ３．全体会や部会の運営力強化に向けた取り組み     28名 

 

   ・回答結果より、地域課題や住民ニーズの把握に向けた取り組みに 

関する課題意識が高い状況を共有しました。 

   ・また、検討や話し合いの技術、委員としてのスキルアップを課題に 

    捉えている方も多い（４位・５位）状況を共有しました。 

 

 

（２） アンケート結果を踏まえた今後の取り組みについて 

   ・資料２「アンケート結果を踏まえた今後の取り組み案について」に基

づき、委員の課題意識が高い項目に対する３つの方針案と令和5年度

の改善に向けた検討内容について事務局から提案があり、意見交換を 

行いました。 

 

 

 

 



   【3つの方針案】 

   ① 区民アンケート 

   ・自治協議会の認知度向上、住民の意見・ニーズの把握方法を両輪で 

改善していく取り組み案として、事務局から区民アンケートの提案が 

ありました。 

   ・区民アンケート実施の是非、スケジュール、実施頻度は各区に持ち帰

り、部会単位で意見交換を行ったうえで自由に設定することとなりま

した。 

 

   ② 委員研修 

   ・検討や話し合いの技術、委員のスキルアップに向けた取り組み案とし

て、事務局から委員研修の時期・内容の見直しの提案がありました。 

   ・各研修を活動に役立てるために、1年目は基礎的なスキルの習得や行

動指針の明確化、2年目は地域課題の解決や分析を目的とした内容に

整理をして各年の早い時期に実施することとなりました。 

 

   ③ 幅広い年代の委員の確保 

   ・慎重な検討が必要であるため、事務局で対応策を作り、各区自治協議

会に諮る方法で第10期の委員改選に向けて検討を進めていくことと

なりました。 

 

   【令和5年度の改善に向けた検討内容】 

   ・各区自治協議会の部会における検討内容の提案があり、令和5年度以

降の実施イメージの一例が示されました。 

    ※詳細は下記（３） 

 

（３） 令和4年度委員研修会及び第8期振り返り資料の方向性について 

   ・資料３「令和4年度委員研修会及び第8期振り返り資料の方向性につ

いて(案)」に基づき、今年度の委員研修会の変更案と第8期振り返り

資料の全体構成について事務局から提案がありました。 

 

   【委員研修会の内容】 

   ・自治協委員アンケート結果を踏まえた対応をしていくうえで、各区の 

状況に応じた検討をする必要があるため、全体での検討ではなく、 

各区での検討・意見交換をする場を今年度の委員研修会と位置付ける 

    こととなりました。 

 

   ・研修は、令和４年12月～令和５年２月の間に、各区自治協議会の部

会単位で課題解決に向けた意見交換を行うこととなりました。 

   ・具体的検討テーマは以下のとおり 

    ア：区民アンケートの実施の是非、実施目的、実施頻度について 

    イ：自治協議会を認知してもらいやすい取り組みとは 

    ウ：委員研修はどのような内容が望ましいか 

    ※ア～ウ以外に検討したい事項があれば、各区で自由にテーマを設定 

     して構わない 

     

   ・意見交換の結果は、実際に取り組むかどうかは次期委員が決定する 

ことになるため、今期委員の皆様の意見として、次期委員の参考資料 

として活用していく位置付けとなりました。 

 



   【第8期振り返り資料の構成】 

   ・全体会や部会、提案事業についての活動報告などの部分は例年同様に

作成し、追加部分として、12月～2月の間に各区で行った課題解決に

向けた取り組みの意見交換結果を情報共有するかたちで掲載する 

構成となりました。 

   ・追加部分には、9月に実施した自治協委員アンケートのまとめも 

盛り込む方向性となりました。 

   ・振り返り資料の体裁、記載の仕方等の詳細については、今後会長会議

事務局と各区自治協議会事務局で調整することとなりました。 

 

４ 閉会 

 

 

会議資料 

❐次 第 

❒資料１：自治協委員アンケート結果（速報） 

❒資料２：アンケート結果を踏まえた今後の取り組み案について 

❒資料３：令和4年度委員研修会及び第8期振り返り資料の方向性について(案) 

 


